大衡村ふるさと寄附金使い道について

①安心して子どもを産み育てることができるむらづくり

少子化が進行していく中、安心して子どもを産み、子育てをしながらも働くことができるとともに、妊娠・子育てに掛かる負担をできるだけ軽減するため、妊婦への経済的負担に係る支援、保育サービスの充実、乳幼児医療費への助成、子育てサロンの拡大など、子育て環境づくりのさらなる充実を図っていきます。

大衡村では現在、村独自で18歳までの子どもに医療費を助成したり、給食費を減免したり、妊産婦さんへおむつ・粉ミルクの助成やタクシー利用券を交付（5万円分）したりするなど、各種子育て支援事業を行っています。

この他、小中学校校舎を改築して冷暖房を完備し教育環境の充実を図っているほか、パソコンやタブレットを導入したICT教育、外国人招致による英語指導助手の英語教育など幅広く力を入れ、修学しやすい環境づくりに努めています。

②“大衡村らしさ”で、魅力あふれる新たな活力づくり

大衡村には、自生するカタクリが咲き誇る達居森や船形連峰などの自然環境、各種遺跡や大衡城跡公園などの歴史・文化的資源、大瓜神楽などの伝統芸能、米や新鮮な野菜をはじめとした豊かな農産物、すっぽこ汁など個性あふれる食文化など、外に自信を持って発信できる魅力あふれるさまざまな地域資源に恵まれています。
これらを村民がもっと知り、対外的にも知名度を高め、ブランド化していくことこそが重要になってきますので、多くの優れた資源を埋もれさせることなく、面的な観光ルートの整備やＰＲ活動を充実し、大衡村の良さを積極的にアピールしていきます。

さらには、太陽光や小水力などの自然資源を活用した新エネルギーを積極的に導入しており、農業の活性化を図るとともに、自動車関連産業をはじめとした企業誘致による産業活動を支える基盤整備にも力を入れていきます。
③美しい自然と生活環境が調和した景観づくり

既存の美しい自然を損なうことなく、豊かな緑を生かした都市基盤づくりを進めるとともに、身近な地区における公園・緑地の保全・整備など、潤いのある生活空間の創出に努めていきます。

④災害に強い安心・安全な防災づくり

平成23年3月１１日に発生した東日本大震災の教訓を踏まえ、地域住民・関係機関・各種商工団体・行政などがそれぞれの役割を再認識し、互いに連携するための連絡体制の確立が重要になってきます。

防災面では備蓄倉庫を既に整備しており、水・食料などの備蓄品や生活必需品の確保・充実など、防災基盤整備をさらに推進していくとともに、大衡村全体、各地区における様々な防災訓練・啓蒙活動の実施を通して、住民の防災に対する協働意識を高めることに努めていきます。

⑤住民・企業・行政みんなが汗をかく協働・共創のまちづくり

これからは、村民・企業・行政それぞれが適切な役割をもって行動するとともに、地域の問題は地域自らが解決できるような住民自治組織の設立を目指して、地域づくり活動を積極的に支援していきます。

